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?）???
新語のベージ
あたり平均i数
　　O．　49
　　0．　67
　　0．93
　　0．　25
82　3，　38S
U7　3，　886
：i　77 6，　444
?????
2G
3　Q84　O．　 0
??
O．　78
　なお、　図定のプレ・プリマーである「まことさん　はなごさん」の語彙、単語とか
なの頻渡など調べ出してある。
今戸児童の言語生活の実態　　神奈川畑中i菖i；小学校教育研究会報告黛i：
　　　　　　昭和29年2月発行　プリゾト　B5判　192ぺrジ
　「神奈川県中震障庖：方の児童についての実態調査」と副題がついている。　宮川利三郊
氏を委髄長に・蕎学絞から選ばれた14名の委夢．ミが、小学校1年から6年までの男女12
名についての24時隣灘叢をもとにして、1申し頼手と話す量（発言回数および発言：文徽）
話題、使規されている方欝および敬語などについて分析を加え、さらに、その剥；の児童
2，325名を対象にして、謡しゃすい人、話しにくい人、よくわかる入sわからない人、
よく話せるのはどんな晦か、　こまる時はどんな時か、教室でなぜ話せないかについて
質問紙法によって調庵したものを整理している。
　話し絹手についていえば、農村の児童は学校で話すことは多いが、　家庭で話す機会
が少ない。特に父を話し編手とすることが少ない。
　話題についていえば、実灯」的話題、娯楽的話題、文化酌話題に分けて整燦してある
が、丈化的話題といっても学校の学習事項以上に出ないうらみがある。
　敬語については、使う場藏が少なく、丁寧語の使丹1は1年礁2年生の聞が多G二級
｝こなるとかえって減っている。　謙譲語は5年生6庫．生でないと出て来ない。ところが
方需の使罵は学年が進んでも案外滅少していない。
　よく話せるのはどういう時かというと、安心した環境にある時、うれしい蒔であっ
て、話す事項がないとか、話術がないとかいう条件は、それよりも邊かに比率が低い。
　以．1／：のこ’とが、さらにくわしい項目に砲ナて、たくさんの二二に華ついて報告され
ている。24静間調査の対劣ζとして1年生から6年！宅までのよく似た条件｝こある男女各一
1名が選ばれて、その限りで晋語生活の学年発達について考察が加えてある。
tt）（｝6
B 外国の研究状況
この問題に簿する外圏の研究状況を概観するのに必要な最近の文献の解説
　　読み方学習準備
ミルナー『1年能のi読みのレディ皐スと親子関係の塑との州流についての研鱗
　Milner，　E．　1951．　A　study　of　the　relationship　between　readinss　readipess　in
　　　grade　one　school　and　patterns　of　parent－childreR　interaction．　Chilcl．
　　　Deve！op．　Vol．　22．　No．2．　95－112．　’
　il売みの！／ディネスは耳愛に三1鋒…慰問｝事∫の親ニヨニ1潟保の履三2爵の藷難こよってヲ形成きれると考え、
108．八のt見蛮の翼語闘子イ｛1・点と生活の型の3；方彌からの調1轟…によって得た鰐・点とによ
り、仮説を検討した。　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．．
モルヘット、ワッシコーヅルヌ『読みかた学習はどの時期にはじめたらよいか』
　Morphett，　M　and　Wasl｝burne，　C．　1931．　When　should　children　begin　to　read？
　　　Ele．　Sch．　」．　31：496－5e3
　贋蘇手…・含、　碧を補｛臼地学・のちがう費該一ぜ無益焉児童の語い鷺好郵、　臣欝1読、　一環麦貞勺な瀞乙嘗ヲコの発達
を」・ヒ固し、読むことを細める最適の年令は精神年金6．5才だとした。
フtラット　『影をみかた培ξ…野と幼手払閲麟乏験のフ首づ歎｝こついての．一噛玉野．l
　Pratt，　W．　E．1949．　A　study　Qf　the　d搬erence　in　the　prediction　of　reading
　　　success　of　kindergarten　ancl　non－1〈indergarten　children．　」．　Ecluc．　Res．
　　　42　：　525－33．
スァィヒラソ1：’Aプリヒタ9’第…・学年に入る子供の年令』
　Stichland，　R．　G．　ancl　1’lichta，　P．　1949．　Age　of　entrance　into　first　grade．　Bull．
　　　Sch．　Educ．　25：　7－12．
ベッツ『読みのレ／ディネスの諸1憩子について．．l
　Betts，　E．　A．　1943．　lt－actors　in　readiness　for　reading．　Ed．　Adm．　Sup，　24：199－230．
ウィノレソソ、　フレミソ．グ　　掛第一・三三盗再4三徒の堆穿年令・、　騨｝：得i年・毎、　藁1霧旨‡旨数と｛也の露影ツ」、
特色との編1婿、．9　　　　　　　　「
　Wilson，　F．　」．　and　Fieming，　C．　W．　1937．　Correlation　ef　chrenological　agei
　　　mental　age，　ancl　intelligence　quotients　with　other　abilities　and　traits　in
　　　grade　I．　Ped．　Sem．　50：323－27．
ゲーーツ、ボンド『読みのレディネス：読みかた学習の成功炎敗をきめる困子の考察』
　Gates，　A．　1　and　Bond，　G．　L．　1936．　Reading　readiness：A　study　of　factors
　　　determ．ining　success　and　faiiure　in　beginning　reading．　’1“each．　Coll．　Rec．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．07
　　　37　：　679－85．
デビP一テ．イ『一一年礁のi涜みかた成綾を予診する』
　1）eputy，　E．　C．　1930．　Predicting　first－grade　reading　achievement．　Teach．　Coll．
　　　No．426：45．
グ且．．ノーース『精神年令・別クラス編成の結果についての三二的考舞躍
　Grace，　A．　1925．　A　quantitative　stuciy　of　the　results　of　grouping　first－grade
　　　classes　accorclinsr　to　mental　age．　J．　Educ．　Res．　12：173－85．
　　言売餐：茎聴し・
ゲソトリ『プL．／・プリマの語いに嘱する一調湾慧
　Gentry，　L．　1950，　A　stucly　e’f　the　vocabulary　load　of　sixty－six　pre－priJners．　」．
　　　Ecluc．　Res．　43：525－32．
　1930年以後に発狂11されている　66溜｝のプレ◎プリマに含む・錠｝いを・鱗至べたところ、　全
部で600語のちがう単語が発晃された。
オー躯rプ湿糠いの母膏についての研究．l
　Oaks，　R．　E．　1952．　A　study　of　the　vowel　situation　in　a　primary　voeabulary．
　　　ltt．cluc．　May：604－17．
　　プリマを含む4り一ダーの議し、ついて、‘母音とその結禽とに滅する分析をした。プリ
マでは112の単譜力；えらばれ、音節数122、ちがう母膏のf婿鋤数1．．よ56であった。
ゾノレーム他il効果的魁謹みかたの指ミ擁
　Broom，　M．　E．　and　others．　1951．　Effective　reqding　instruction．　Ailcsrraw－Hiil
　　　Book　Conpany．　p．　89．
　　ウ、s一ゼソクラフトはテキうメワ・で使っているプ…1マ、一．．一年の読本を調べ、児嚢はその
内容がわかるためには2・800界．．．ヒの詮｝い礁対する概念が必要なことを見た。
ヅラックガプリマの1窪羅嘗語いに蘭する弓二音についての硬究遇
　Black，　li　B．　1952．　A　study　of　the　consonant　in　a　primary　reading
　　　vocabulary．　Educ．　618－23．
マ．クラツチー、ワルドウェルr第…学年解冬瓢譜の1］川沼
　Maclatchy，　J．　H．　and　Wardwell，　F．　H．　1951．　A　list　of　cemmon　words．　for
　　　first　grade．　Educ．　Res．　Bull．　’12．　151－59．　’
ゲ．一ヅ『プヲマ段階のための読㌃妻i讃｝い＄
　Gates，　A，　1．　1，935．　A　reading　vocabulary　for　the　primary．　grades．　New．　Yorlc．
　　　Teach．　Coll．　Columbia　Un｛v．
a
?しO8
読む能力の発達
バスウェル騨海本的読三島明豊、．　　その発二逮にi劉する研究』
　疇．
　Buswell，　G．　T．　1922．　Funda］crientai　reading　habits　：　A　study　of　their　develop－
　　mept．　Suppl．　Educ．　Monog．　N6．21．
　小学一．一年．生から大群集薫にいた：る読みの発達を眼球運動の禰から＃v5’IJ　e　眼球の停留数
iま一一“行1こつき・、　＝1．5－20　（1年）、　6　（大学）、　一｛；撃留のli与『羅、　500（r　（！隼）、　　250σ・・（大
学）、　停留の逆行、5（1年）、　1以下（大学）となった。
ハ蕩ス影野むで表ツ．」の発源のしかた悉
　Harris，　A．　J．　1948i　How　to　increase　reading　ability．　1．engmans，　155－6．
　1年礁から6年生まで約1，505入の読欝能力の発達をみた。
イノレグ、アムズ『読認行動に鰐する発達的傾向』
　Ilg，　F．　L　and　Aines，　1一．　B．　1950．　Developmenta・1　trends　in　reading　bhavior．
　　J．　Genet．　Psychol．　76：2’91－312．
　1．3才から9才まで50人以上の児童の読書行勤奈般の轟1三含的発達．を考察。
毛穿くことの学習準備
ヘルツペノレグr書きかた璃｝llにつかった諸方法の珪繊考察』
　Hertzbergr，　O．　E．　1926．　A　comparative　study　of　different　methods　used　in
　　teaching　beginners　to　write．　Contri．　Edtic．　No．　214．　Teach．　Coll．　6e．
　児童が簡単な［剰を写すテスト下用iは運動・　知覚能力｝こ1廻する書く’eノデバ木スの発3捻
　　水準を示すものだとした。
ラッセル『つづるレディネスのi診断硯究』
　Russel，　D．　｝｛｛．　1943．　A　diagnostic　study　of　speHing　readiness．　J．　Educ．　Res．
　　37　：　276－83．　’
　つつるレディ皐スの因子を発見するための116入の児童調査。vディ木スは一年．．．ヒ
級で修得されるが、聴覚、視覚能力及び語認知、句読みの離力と書く能力とは密接な
賜係があることを認めた。
書く語い
マッa・　一『学絞内クトでの児童の書く語い』
　Mckee，　P．　CN．S．S．E．　Forty－third　Yearbook　Part　fi　）．　The　wrlting　vocabulary
　　’of　chiidren　in　and　out　of　school．　・
　第一学年から第六学年にわたる児童の作贔から、2，5GO，　OGO語以．．1：．の延語数と12，G
OO語のちがう語いを．見認した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　209
　　．1；｝：圭事く倉E…プJu．）発達
クロ　トVス　脆見事の農ぎきことばに関する統晋ξ・的員二i鮫分・析．ヨ
　Clotlos，　J，　W．1944．　A　Statisticai　and　comparative　analysis　of玉ndividual
　　　written　language　samples．　PsychoL　Monog．56．　No．4：77－111。
　108人の児童の書きことばを分析し、年令・、　癩能の発達による言語構成の分化な調
べた：。
リーード　謬・」・ゴ黄校教科・の心・三i璽三：蓋』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　ReedうH．　B．1927．？sychology　of　eleraelitary　school　subjects．　Boston：Ginn
　　　and　COInpany．224－72．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
キッ　ト　響・罫弓乏瀦三力～つづることカ：て｝きる1｝華期』
　Kyte，　G．　C．1948．　When　spelling　has　been　mastered　in　the　elementary
　　　school．　J．　i3）duc．　Res．42：47－53．
タウンぜソ郵つづることと1．涜むこと三紫業拶婿責との膜珂系；．こついての調峯…』
　Townsend，　A，1947，　An　investigation　of　certain　relationships　of　spe11圭ng
　　　with　reading　an（王academic　aptltude・J・磁uc・Res・465771・
ノ、ソナ、モール『1講しことばから三：婁きことばにつづる灘
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